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るものからみると、少々ひっかかるものがあります。「祈り」は、もろもろの知識

のように「教えられる」ものなのだろうかと、思うのです。

弟子たちにしても「教えてください」と申し出る前に、「祈る」主イエスの姿に、

深い感動をおぼえ、そして、そこに「何か」がある、感じていたに違いないのです。

それで「教えてください」とお願いすることにもなったのだ、と思います。「教

え」てもらう前に、何かを「感じ」ていた、という点に何か大切なものがあるよ

うな気がします。

「祈る両親のうしろ姿をみて、祈りを感じとったという話は、幼時の思い出とし

て、よく間きます。お祈りは、ことばとして覚えるより、お祈りの心を感じとら

せることが、たいせつなのでしょう。こうした中で、神さまを尊敬し、信頼し、

愛し、感謝する内面的な姿勢が、育っていくのではないでしょうか」（「育つ育て

る」三宅みち）と言っておられますが、本当にその通りではないかと思います。

祈りは「覚える」よりも「感じとる」ほうが、幼子にはふさわしいのです。

何とかして、子どもに、神さまがいらっしゃること、神さまのみ力は大きいこと、

神さまが私たちを愛しておられること、祈ればこたえてくださることを、「感じと

ｊる よ う１こなってほしいと思います。「感じとる」ことは、子どもにも可能です。

そのためには、「祈る」 親や保育者 が、 子 どもの傍らにい なくて はならない でし ょ

う。

子 ども たち「祈 り」 を聞いてい ますと、子 どもなりに、随分、 豊 かな、神 への

思いを持っているな、と思い ます。良い 日を与 えて くださる神さ まへの喜 びと感謝、

母への慈しみへの感謝、楽し く遊 べたこ とへの満 ち足 りた思い、友への思いや り、

自然の恵 みへの感謝、 明日への期待 などが、 そこにはあふ れてい ます。 こうした

思いが、健や かに育 ち、育 ち続けて ほしい と思い ます。

子 どもたちは、保育者である私 たちから、何 を 「感じ」 とってい るでしょうか。

そこで、 私たちも「祈 ることを教えて ください」 と祈らざるを得 ないのです。

岡本不二夫・執筆　当時･口本キリスト教団平塚教会牧師　附属平塚二葉幼稚園園長

1986年「キリスト教保育」誌6 月号より
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